
3.スウェーデン式サウンディング試験法

① ロ ッド(接型の様)の先増に円盤形をねじつた矢夙のようなスクリューポイントを取り付け、

それを地面に垂直に実を立てます。

② ロ ッドには、自由に上下させたり途中で固定もできる受けll l(クランブ、三さ5kg7を通し、

さらに上時には水平に取つ手 (ハンドル)を取り付けておきます。

③ ク ランブに円筒形のおもり 0 0kgのおもり2なと25k[のおもり3枚)を 1枚ずつ静力Wt載

せていき 1枚 域せるたびに、白ッドが洸みこむかどうかを観察し 13録 します。

(】D贅けるお■は段時的に005 015 025、 ■50、0 75 1kltとなります。

④ 全 てのおもりをttる とクランプの三さと合併して tヽXlkgになりますが、その際、ロッドの

力み込みがなく静上している場合には、ハンドルを回転させ、先靖のスクリューポイントで

■を48進しながら強制的にロッドを貴入させ、25m景 入させるのにハンドルをla回転させた

かを8B録します。

( じヽロッドは 景入させるに従い おもりの受け皿となるクランプ方地面に

着いてしまい、それ以上■入させることお【できなくなります。モこで おもりとハンドルを
一三はすし 新たにロッドを継ぎ足した後 ハンドルを装者しにした上でクランプを所

定の高さまで,き上げて 再度、③と④の作案を繰りlEします。

(湖ハンドルの回転強は、100度(判]的 を1回とカウントします。

すなわち 360度回せぼ2回となるので、記録は「半回極的 という家8Bになります

⑤ 規 定の深度〈後お までの貫入が記録できた時点でtH定を終了し、ロッドを引きなきます。

① スウエーデン式サウンディンク試験の実験の実施に当たつては、日本工34a(J S A 1221)

に準拠した機材を使用し、作案手順については、日本工桑規格をつ照しながら、戸建住宅の

地逮濁=向けに一部自社の基準を加え実施しています。

② AHBは 、原位置において上の硬軟や締まり具合を判定するための静的長入お杭を求めるま

験です。

③ ス ウェーデン式サウンディング試験は比較的に狭い場所でも測定できることから、7Rl定箇所

を複数とすることで、7Rl点間の関連性をみることが出来ます。lBし、造虚や擁監などを含む

全体的な地館の善動を指定することは困難であるため、級Itに際しては既存構造物その他の

安全性について棲前すること力必要です。
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●i質 の+J定                     ｀

O ス ウェーデン式サウンディング試験では土質を判別するに十分な地中のとを採敏することができません。厳密には様々な観

点から上の成分や性質を分析し 迎 物を支える地盤としての強さを給合評価すべきですが、本試験では、五しHこ性質お状き

く異なる 「粘性土」と「砂質土Jに i質 を大別します。

②  「77h質土」の場合は、ハンドルを回転させながらロッドを貫入させると、ハンドルを介して 「シャリシヤリ」や 「ジャリジ

ャリ」という感触や吉力塩わってくることがあり、主質を分類する際有力な手がかりとなります。

③ 五礫層を通過する際に観列される 「ガリガリJという感触と言を記録して 五碑の有祭を判別します。

●測定終了基準

O 深 度1飾までで終了します。

② 地中に締まつた地層が分布し、■回転数が60回に達しても25mのR入ができない場合には測定終了します。

● 「N値 」は も ともとビルなどの宣皇構造物向けの地盤調査として普及しているボーリング 標 準貫入試験の損1定値で

すが ス ウェーデン式サウンディング試験においても、本来の押値に準じる 「換算〃値Jを 算出することのできる換算式

が提案されています.本 報告書においても 「換算〃値Jを 算定し、各測点ごとに、後の機算〃値表にグラフ化してまとめ

ましたb

● 「換算 N値」は下記の式により算出します。換算 N値 は粘性土用と砂質i用 の 2式が用意されており、大別した土質分

類に基いてそれぞれの式に実測値を代入することによって得られます。

【粘性i】 3ね″■005格 ″

鴫 量の二さ1→ lmぁたりの半回転敵 (■回転数ルを4はした計劉道)~~1=ハ

ンドルを回転させすにおもりの自重だけで貴入する場合は この項は0となる

【砂質i】 2格″+ 0 067 ルj″

●計算例

(a)粘性とで、0 75kNのおもりを載せた段階でロッドが沈んだ (ハンドルは回転していない)b

3X075k州 惚 "+005×  10回 (Na)X4〕 に 功=225≒ 23

(b)砂質とで、lkNの宣りを載せてもロッドが沈まなかつたので、ハンドルを回転させたところ、25cm貫入させるのに

5半回転した。

2 XlkN確り+0067X[5回 (Na)X4}(4sn=334キ 33

●許容支持力qaは 「平成 13年 国i交 通省告示第 1113号  第 二 (三)式 」により算出しています。
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